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 オリンパスの竹内です。

 それでは、オリンパス株式会社 ２０１４年３月期第３四半期決算
の概況をご説明申し上げます。
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 まず、連結業績についてご説明いたします。



 この３四半期間の外部環境ですが、世界経済は米国を中心に緩やかな回復
傾向となりましたが、中国の諸情勢や、欧州の債務問題などもあり、引き続き
不透明感の残る状況が続きました。

 日本経済は昨年から続く円安基調を背景として、企業の設備投資や個人消
費の増加傾向が持続し、景気回復の動きに安定感が感じられました。一方
で、消費税増税前の駆け込み需要の影響レベルや、また、今後については
その反動も考慮すべきであると見ています。

 こうした中、当社の３四半期間における事業状況は、ほぼ計画に沿って好調
に推移しました。

 決算における主なポイントはこちらの３点です。

 １点目は、医療事業が全社業績を牽引し、営業利益は連結ベースで前年同
期比倍増となりました。

 ２点目ですが、その医療事業は、第３四半期累計、および、１０－１２月期の
３ヶ月間でも過去最高となる売上高・営業利益を計上しました。

 ３点目は、ここ数年課題であった財務状況が好調な事業利益と円安を背景
に大きく改善し、当面の目標としていた自己資本比率３０％を超えたというこ
とです。

3



4

こちらは、連結の業績概況です。

この３四半期間は、医療事業、およびライフ・産業事業は増収となったも
のの、昨年９月に情報通信事業を譲渡したこと、並びにコンパクトカメラ市
場の縮小が続く映像事業の減収を主な要因として、売上高は前年同期比
９％減の５,１３７億円となりました。

営業利益は、引き続き好調な医療事業が全社業績を牽引し、前年同期
比倍増の４９９億円と大幅な増益という結果でした。

純利益については、訴訟損失引当金を約１１０億円、和解金を６３億円、
特別損失に計上しましたが、医療を中心に事業が好調に推移したことか
ら、５８億円の黒字という結果でした。

特に１０－１２月の３ヶ月間で見ると、増収・増益傾向が鮮明です。売上高
は前年同期比１６％増の１,７９８億円、営業利益は約３倍、四半期純利益
は５四半期ぶりに１００億円を越える１３８億円となりました。
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続いて、セグメント別の業績です。

こちらの通り、主力３事業の大幅な増益により、全社の営業利益が押し上げ
られています。

それでは、事業別に内容をご説明します。
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まずは、医療事業です。

第３四半期累計の業績ですが、国内、海外ともに消化器内視鏡、および
外科内視鏡の新製品が引き続き販売を大きく伸ばしました。また、これま
で欧米で販売していた、外科エネルギーデバイス・サンダービートをこの１
０月から国内市場に導入したことも、業績の拡大に寄与しています。

この結果、第３四半期累計の売上高としては初めて３,０００億円を大きく越
える金額を計上し、売上高は前年同期比３０％増の３,５１５億円、営業利
益も同じく過去最高となる３９％増の７８６億円となりました。

また、１０－１２月期でみましても、特に好調な国内市場がドライバーとなっ
たことや、欧州も下げ止まり感が見られ、売上高は初めて１,０００億円を突
破し、前年同期比２９％増の１,２１７億円、営業利益も５４％増加し、過去
最高となる２９４億円となっています。
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ライフ・産業事業です。

第３四半期累計の売上高は、前年同期比１８％増の６７６億円、営業利益は
同７５％増の２１億円となりました。

また、１０－１２月期は特に増収・増益傾向が鮮明であり、売上高は２２％増
の２３６億円、営業利益は大幅な増益となる１５億円を計上しました。

事業環境は全体として厳しい状況ではありますが、国内市場における予算
執行が徐々に活発化し始めており、昨年導入した新製品の販売が、増収、
増益に寄与しています。

今後も安定的に収益を確保できるよう、新製品の販売拡大に加えて、生産
構造改革などのコスト削減策にも継続的に取り組んでいきます。
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映像事業です。

第３四半期も、コンパクトを中心としたカメラ市場全体の縮小が続く厳しい事業
環境となりました。

この影響を受け、３四半期累計の売上高は前年同期比１１９億円減の７５０億
円となりました。しかしながら、適正な費用コントロールを行い、事業再建策に
沿ったコスト削減を進めたことで、営業損失は昨年同期から４４億円改善しまし
た。

また、ミラーレス一眼については、新製品ＯＭ－Ｄ Ｅ－Ｍ１が好調に推移した
ことに加え、ＯＭ－Ｄシリーズと相乗効果の高い交換レンズの拡販も寄与し、１
０-１２月期のミラーレス全体の売上高は前年同期比１９％増の１４２億円となり、
期待通りの成長となりました。
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 映像事業の業績について、もう少し詳しくご説明します。

 ２０１２年３月にＯＭ－Ｄシリーズを発売して以来、売上高に占めるミラーレ
スカメラの構成比率は徐々に高まり、フラッグシップ機Ｅ－Ｍ１を導入したこ
の第３四半期では全体の４０％以上にまで到達しています。このように、収
益性の高いミラーレスカメラの売上高比率が高まったことに加えて、交換レ
ンズの販売が前年比で３０％以上成長したことも寄与しました。その結果、
粗利は前年同期から１４億円改善、さらに、コスト削減策によって販管費を
２９億円圧縮したことで、全体では営業損益を４４億円改善することが出来
ました。

また、期初から取り組んでいるコンパクトカメラのリスク極小化では、在庫コン
トロールを徹底してきたことで、着実に在庫の削減が進んでいます。コンパク
トカメラの在庫は台数ベースで、２０１３年３月末比７０％減、うち旧モデルの
削減率は９０％以上と大幅に圧縮しています。
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地域別の売上高はこちらの通りです。

好調な医療事業が全社業績を牽引し、４－１２月、１０－１２月期共に、全地域で
大幅な増収となりました。

医療事業の４－１２月期の成長率は、国内２３％増、北米３７％増、欧州２５％増、
アジア・オセアニア３６％増と、全社業績の大きなドライバーとなっています。
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年間見通しに対する第３四半期までの、各事業の進捗状況をご説明します。

まず医療事業の売上高ですが、腐敗防止運動の影響を受けた中国、および、目
標水準を高く設定していた米国において当初の見込みを若干下回ったものの、
全体としては消化器、外科分野共に大変好調に推移した日本がドライバーとなり、
順調な進捗となりました。営業利益も、収益性の高い消化器内視鏡の新製品販
売が好調に推移したことで、見通しに沿った実績となりました。

続いて、ライフ・産業事業ですが、欧米で政府予算削減の影響を受けたものの、
日本において予算執行が活発に動き始めたことで、昨年投入した新製品の販売
が順調に推移しました。営業利益についても、生産構造改革による原価の改善
等の効果が徐々に表れており、計画に沿った実績となりました。

映像事業ですが、コンパクトの販売は計画通りに進捗し、また、ミラーレスカメラに
おいてもＯＭ－Ｄシリーズは金額ベースで好調に推移しました。一方で、ＰＥＮシ
リーズの販売が減少したことにより、全体の売上高は想定水準を若干下回る結果
となりました。営業利益は、収益性の高いOM－Dを中心としたミラーレスカメラの
売上高比率が向上したことに加えて、その相乗効果によってレンズ付帯率も上
昇し、粗利、原価が改善した他、引き続き販管費の圧縮にも取り組んだことで、
見通しに沿った進捗となりました。
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バランスシートの状況です。

自己資本比率ですが、１０－１２月期の３ヶ月間で四半期純利益を１３８億円
計上したことを主な要因として、３１.８％まで回復しました。一時、約２％と危
機的な水準まで落ち込んだ時期もありましたが、中期ビジョンの目標水準で
ある３０％まで短期間で到達することができました。

デジタルカメラの在庫ですが、コンパクトカメラの在庫削減を計画通りに進め
た結果、全体で２０１３年３月末から１７億円、同９月末からは２７億円削減し、
218億円となりました。金額的に大きな変動は見られませんが、中身はOM-D
シリーズ等を中心としたミラーレスカメラの戦略在庫に置き換わっているもの
で、在庫の質という観点では大きく変化しています。

なお、有利子負債は、総額で３月末から約１，３００億円減少の、４，３００億円、
純有利子負債も約１，５００億円減の１，８００億円の水準まで圧縮しています。



13

キャッシュフローの状況です。

営業キャッシュフローは、好調な利益に加え、資産圧縮を進めたことから、４
３８億円のプラスを確保することができました。

投資キャッシュフローは、１３９億円のマイナスです。これは主に設備投資関
連の支出によるものです。

以上により、フリーキャッシュフローは２９９億円のプラスとなりました。

また、財務キャッシュフローですが、増資による約１,１００億円のプラスはあっ
たものの、期初から約１,３００億円の負債を圧縮したことにより、２１７億円の
マイナスとなりました。
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 続いて、２０１４年３月期の通期見通しについてご説明いたします。
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 この第３四半期までの進捗は、ほぼ想定どおりに推移しており、連結の
通期見通しは前回11月の公表値から変更ございません。

 なお、為替レートは、１ドル９９円、１ユーロ１３３円としています。
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 セグメント別にはこちらの通りです。

 各セグメントも、前回１１月に公表した計画値を据え置いています。

 引き続き新製品の販売拡大が見込まれる医療事業において、大幅な増収、
増益を確保すると共に、映像事業の営業損失改善を目指します。
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 映像事業の第４四半期について若干補足をいたします。

 事業再建策を推し進める上でこの第４四半期は、ミラーレスカメラ、および交
換レンズの売上をさらに伸ばし、事業全体の売上と収益性を高めることがポイ
ントになります。

 今後、ハイエンドからエントリーユーザーまで幅広く訴求するため、これまで
以上にレンズラインナップを強化しつつ、特にレンズ付帯率の高いＯＭ－Ｄ
シリーズとの相乗効果によってレンズビジネスを拡大していきます。

 そして、このＯＭ－Ｄシリーズを軸とした戦略において重要なポイントは欧米
市場の攻略です。欧米では、日本やアジアと比較して、よりコンベンショナル
なカメラが好まれる傾向があり、 これまではＰＥＮシリーズを中心にミドル・エ
ントリー層において苦戦が続いていました。ＯＭ－Ｄシリーズのエントリーモ
デルであるＥ－Ｍ１０を欧米市場に投入することで巻き返しを図り、ミラーレス
カメラの売上高拡大を図っていく考えです。

 また、来期については、現在の戦略を加速させ、収益体質の更なる強化に向
けた計画を検討して参りたいと思います。



 最後になりましたが、残り２ヶ月間、本日お話しした数値、戦略をきっちり
とやり遂げ、来期の更なる利益拡大につなげることが出来るよう、経営陣
一丸となり、取り組んでいきたいと思います。

 ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。
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